
(57)【要約】

【課題】複数の室外機に対して個別に回収する冷媒量を

規定できるマルチ型空気調和機の制御方法を提供するこ

とを目的としている。

【解決手段】主室外機制御部は、室外機子機または室外

機親機を１台ずつ順次指定し、指定された室外機の第一

開閉弁を閉鎖し、第二開閉弁を開放するとともに（ＳＴ

３）、指定されない室外機の第一開閉弁と第二開閉弁と

を閉鎖し（ＳＴ４）、冷媒管の全長と圧縮機との数とか

ら算出される割当時間だけ指定された室外機の圧縮機を

運転し（ＳＴ７）、割当時間の経過後に指定された室外

機の第二開閉弁を閉鎖することにより（ＳＴ９）、冷媒

を回収する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
圧 縮 機 と 四 方 弁 と 室 外 熱 交 換 器 と 室 外 機 内 部 へ 冷 媒 を 閉 じ 込 め る た め の 第 一 開 閉 弁 及 び 第
二 開 閉 弁 と か ら な る １ 台 の 室 外 機 親 機 及 び 複 数 台 の 室 外 機 子 機 と 、 室 内 熱 交 換 器 と 室 内 膨
張 弁 と を 備 え た 複 数 台 の 室 内 機 と を 冷 媒 管 に よ り 接 続 し て 冷 媒 回 路 を 構 成 し て な り 、
前 記 室 外 機 親 機 に は 、 前 記 室 外 機 子 機 と 前 記 室 内 機 と を 制 御 す る 主 室 外 機 制 御 部 及 び 前 記
圧 縮 機 の 吸 入 側 の 圧 力 を 検 出 す る 吸 入 圧 力 セ ン サ と を 、 前 記 室 外 機 子 機 に は 、 前 記 主 室 外
機 制 御 部 の 指 示 に よ り 動 作 す る 副 室 外 機 制 御 部 と 前 記 吸 入 圧 力 セ ン サ と を 、 前 記 室 内 機 に
は 、 前 記 主 室 外 機 制 御 部 の 指 示 に よ り 動 作 す る 室 外 機 制 御 部 と を そ れ ぞ れ 備 え て な る マ ル
チ 形 空 気 調 和 機 で あ っ て 、
前 記 主 室 外 機 制 御 部 は 、 前 記 室 外 機 子 機 ま た は 前 記 室 外 機 親 機 を １ 台 ず つ 順 次 指 定 し 、 指
定 さ れ た 室 外 機 の 第 一 開 閉 弁 を 閉 鎖 し 、 第 二 開 閉 弁 を 開 放 す る と と も に 、 指 定 さ れ な い 室
外 機 の 第 一 開 閉 弁 と 第 二 開 閉 弁 と を 閉 鎖 し 、 前 記 冷 媒 管 の 全 長 と 前 記 圧 縮 機 の 台 数 と か ら
算 出 さ れ る 割 当 時 間 だ け 指 定 さ れ た 室 外 機 の 圧 縮 機 を 運 転 し 、 前 記 割 当 時 間 の 経 過 後 に 前
記 指 定 さ れ た 室 外 機 の 第 二 開 閉 弁 を 閉 鎖 し て 冷 媒 を 回 収 し て な る こ と を 特 徴 と す る マ ル チ
型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 割 当 時 間 は 、 前 記 冷 媒 管 の 全 長 を 前 記 圧 縮 機 の 台 数 で 除 算 し 、 所 定 の 係 数 を 乗 じ て な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 係 数 は 実 験 的 に 求 め た 前 記 冷 媒 管 の 単 位 長 さ 当 た り の 前 記 圧 縮 機 の 運 転 時 間 か ら な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 圧 縮 機 の 能 力 が 異 な る 場 合 は 、 同 能 力 を 前 記 圧 縮 機 の 台 数 に 換 算 し て 前 記 割 当 時 間 を
算 出 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制
御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
最 後 に 指 定 さ れ た 前 記 室 外 機 の 場 合 に は 、 前 記 吸 入 圧 力 セ ン サ で 検 出 さ れ た 吸 入 圧 力 が 所
定 の 値 以 下 に な っ た と き に 前 記 割 当 時 間 が 経 過 し た と 認 識 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 に 係 わ り 、 よ り 詳 細 に は 、 複 数 の 室 内 機 と 複 数
の 室 外 機 を 備 え た シ ス テ ム に お い て 、 室 外 機 を 撤 去 ま た は 交 換 す る た め に シ ス テ ム 全 体 の
冷 媒 を 回 収 す る た め の 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 冷 媒 回 路 お よ び 制 御 系 統 は 、 例 え ば 、 図 ３ の ブ ロ ッ ク 図 に 示
す 構 成 と な っ て い る 。 た だ し 、 本 願 に 直 接 関 係 の な い 部 分 、 例 え ば 圧 縮 機 の 吐 出 圧 力 セ ン
サ や 外 気 温 セ ン サ な ど に つ い て は 図 示 お よ び 説 明 を 省 略 す る 。
室 外 機 ７ １ は 、 圧 縮 機 ７ ３ と 、 四 方 弁 ７ ４ と 、 室 外 熱 交 換 器 ７ ５ と 、 室 外 膨 張 弁 ７ ６ と を
そ れ ぞ れ 接 続 し て 構 成 さ れ 、 ま た 室 内 機 ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ 、 ７ ２ ｃ は 、 夫 々 電 子 膨 張 弁 か ら
な る 室 内 膨 張 弁 ７ ７ ａ 、 ７ ７ ｂ 、 ７ ７ ｃ と 、 室 内 熱 交 換 器 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ 、 ７ ８ ｃ と を 夫
々 接 続 し て 構 成 さ れ て い る 。
こ れ ら 室 外 機 ７ １ と 室 内 機 ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ 、 ７ ２ ｃ と が 第 一 接 続 部 Ａ １ と 第 二 接 続 部 Ａ ２
を 介 し て 冷 媒 配 管 に よ り 接 続 さ れ 冷 媒 回 路 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
室 外 機 ７ １ に は 、 圧 縮 機 ７ ３ の 吸 入 側 に 吸 入 冷 媒 の 圧 力 （ 低 圧 ） を 検 出 す る 吸 入 圧 力 セ ン
サ ７ ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 信 号 は 制 御 部 ８ ３ へ 入 力 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 制 御 部 ８
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３ は 室 外 膨 張 弁 ７ ６ の 開 度 や 室 外 熱 交 換 器 ７ ５ 用 の フ ァ ン ８ ４ や 圧 縮 機 ７ ３ 、 及 び 四 方 弁
７ ４ を 制 御 し て い る 。
一 方 、 室 内 機 ７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ 、 ７ ２ ｃ に は 、 室 内 機 制 御 部 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ 、 ８ ２ ｃ を そ れ
ぞ れ 備 え て お り 、 こ れ ら の 室 内 機 制 御 部 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 室 内 膨 張 弁 ７ ７ ａ 、 ７ ７ ｂ
、 ７ ７ ｃ の 開 度 や 室 内 熱 交 換 器 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ 、 ７ ８ ｃ 用 の フ ァ ン ８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ 、 ８ ４
ｃ を 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
制 御 部 ８ ３ は 、 室 外 機 ７ １ を 制 御 す る と と も に 、 通 信 線 を 介 し て そ れ ぞ れ の 室 内 機 制 御 部
と 連 絡 し 、 シ ス テ ム 全 体 の 制 御 を 総 合 的 に 管 理 し て い る 。
従 っ て 、 室 外 機 ７ １ の 制 御 部 ８ ３ は 、 各 室 内 機 の 室 内 制 御 部 を 介 し て 間 接 的 に 室 内 膨 張 弁
や 室 内 熱 交 換 器 用 の フ ァ ン を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な マ ル チ 型 空 気 調 和 機 で は 、 室 外 機 や 室 内 機 を 交 換 す る 場 合 に 、 シ ス テ ム 内 に 循
環 し て い る 冷 媒 を 室 外 機 ７ １ （ ほ と ん ど の 冷 媒 は 室 外 熱 交 換 器 ７ ５ 内 ） に 回 収 す る 必 要 が
あ る 。 こ の た め 、 図 ３ の 矢 印 で 示 す よ う に 冷 房 運 転 と お な じ 循 環 経 路 を 用 い て 冷 媒 回 収 運
転 を 行 な う 。
次 に こ の 冷 媒 回 収 運 転 で の 制 御 方 法 を 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て ス テ ッ プ （ 図 ４ で は
Ｓ Ｔ に 続 く 番 号 ） ご と に 説 明 す る 。
制 御 部 ８ ３ は 、 四 方 弁 ７ ４ を 冷 房 運 転 側 に 切 り 換 え （ Ｓ Ｔ １ ） 、 室 外 膨 張 弁 ７ ６ を 閉 鎖 し
（ Ｓ Ｔ ２ ） 、 全 て の 室 内 機 の 室 内 膨 張 弁 ７ ７ ａ 、 ７ ７ ｂ 、 ７ ７ ｃ を 開 放 し （ Ｓ Ｔ ３ ） 、 全
て の 室 内 機 の フ ァ ン ８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ 、 ８ ４ ｃ 、 お よ び 室 外 機 の フ ァ ン ８ ４ の 運 転 を 開 始 す
る （ Ｓ Ｔ ４ ） 。 そ し て 、 圧 縮 機 ７ ３ の 運 転 を 開 始 す る （ Ｓ Ｔ ５ ） 。
室 外 膨 張 弁 ７ ６ が 閉 鎖 さ れ て い る た め 、 こ れ 以 降 の 冷 媒 回 路 、 つ ま り 、 第 一 接 続 部 Ａ １ か
ら 室 内 機 の 室 内 膨 張 弁 ７ ７ ａ 、 ７ ７ ｂ 、 ７ ７ ｃ 、 そ し て 室 内 熱 交 換 器 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ 、 ７
８ ｃ 、 第 二 接 続 部 Ａ ２ か ら 圧 縮 機 ７ ３ に 至 る 経 路 の 冷 媒 が 、 圧 縮 機 ７ ３ 内 に 回 収 さ れ 始 め
る 。
制 御 部 ８ ３ は 、 冷 媒 回 収 の 終 了 を 圧 縮 機 ７ ３ の 吸 入 側 の 圧 力 を 監 視 し て 判 断 す る 。 つ ま り
、 吸 入 圧 力 セ ン サ ７ ９ で 検 出 さ れ た 圧 力 が 所 定 値 、 例 え ば ０ ． ０ ４ Ｍ Ｐ ａ 以 下 に な っ た か
判 断 す る （ Ｓ Ｔ ６ ） 。 以 下 で な い 場 合 は 圧 縮 機 ７ ３ を 運 転 し た ま ま 待 機 す る （ Ｓ Ｔ ６ － Ｎ
） 。 以 下 に な っ た ら （ Ｓ Ｔ ６ － Ｙ ） 、 圧 縮 機 ７ ３ の 運 転 を 停 止 し （ Ｓ Ｔ ７ ） 、 全 て の 室 内
機 の フ ァ ン ８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ 、 ８ ４ ｃ 、 お よ び 室 外 機 の フ ァ ン ８ ４ の 運 転 を 停 止 す る （ Ｓ Ｔ
８ ） 。 以 上 で 冷 媒 回 収 運 転 が 終 了 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 従 来 例 で は 、 冷 媒 回 収 の 終 了 を 圧 縮 機 ７ ３ の 吸 入 側 の 圧 力 を 監 視 し て 判 断 し て い る が
、 配 管 の 長 さ や 室 外 機 の 馬 力 に 対 応 し て 圧 縮 機 の 運 転 時 間 を 制 御 し て い る も の も あ る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 こ れ ら の 従 来 例 は １ 台 の 室 外 機 と １ 台 ま た は 複 数 台 の 室 内 機 を 対 象 と し た
も の で あ り 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 複 数 の 室 外 機 を 対 象 と し た も の で は な か っ た 。 こ の
よ う な マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 冷 媒 回 路 で は 、 従 来 の 冷 媒 回 収 の た め の 制 御 方 法 を 用 い る と
、 室 外 機 ご と に 回 収 さ れ る 冷 媒 量 が 異 な り 、 交 換 な ど で 新 た な 室 外 機 を 設 置 し た 場 合 、 シ
ス テ ム 全 体 の 冷 媒 量 を 最 適 に す る た め 、 冷 媒 の 注 入 や 抜 取 の 作 業 が 必 要 と な り 、 作 業 の 工
程 が 増 え て し ま う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ２ ０ ０ ０ － １ ６ １ ７ ４ ９ 号 公 報 　 （ 第 ３ 頁 、 第 ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 以 上 述 べ た 問 題 点 を 解 決 し 、 複 数 の 室 外 機 に 対 し て 個 別 に 回 収 す る 冷 媒 量 を 規 定
で き る マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 圧 縮 機 と 四 方 弁 と 室 外 熱 交 換 器 と 室 外 機 内 部 へ 冷
媒 を 閉 じ 込 め る た め の 第 一 開 閉 弁 及 び 第 二 開 閉 弁 と か ら な る １ 台 の 室 外 機 親 機 及 び 複 数 台
の 室 外 機 子 機 と 、 室 内 熱 交 換 器 と 室 内 膨 張 弁 と を 備 え た 複 数 台 の 室 内 機 と を 冷 媒 管 に よ り
接 続 し て 冷 媒 回 路 を 構 成 し て な り 、
前 記 室 外 機 親 機 に は 、 前 記 室 外 機 子 機 と 前 記 室 内 機 と を 制 御 す る 主 室 外 機 制 御 部 及 び 前 記
圧 縮 機 の 吸 入 側 の 圧 力 を 検 出 す る 吸 入 圧 力 セ ン サ と を 、 前 記 室 外 機 子 機 に は 、 前 記 主 室 外
機 制 御 部 の 指 示 に よ り 動 作 す る 副 室 外 機 制 御 部 と 前 記 吸 入 圧 力 セ ン サ と を 、 前 記 室 内 機 に
は 、 前 記 主 室 外 機 制 御 部 の 指 示 に よ り 動 作 す る 室 外 機 制 御 部 と を そ れ ぞ れ 備 え て な る マ ル
チ 形 空 気 調 和 機 で あ っ て 、
前 記 主 室 外 機 制 御 部 は 、 前 記 室 外 機 子 機 ま た は 前 記 室 外 機 親 機 を １ 台 ず つ 順 次 指 定 し 、 指
定 さ れ た 室 外 機 の 第 一 開 閉 弁 を 閉 鎖 し 、 第 二 開 閉 弁 を 開 放 す る と と も に 、 指 定 さ れ な い 室
外 機 の 第 一 開 閉 弁 と 第 二 開 閉 弁 と を 閉 鎖 し 、 前 記 冷 媒 管 の 全 長 と 前 記 圧 縮 機 の 台 数 と か ら
算 出 さ れ る 割 当 時 間 だ け 指 定 さ れ た 室 外 機 の 圧 縮 機 を 運 転 し 、 前 記 割 当 時 間 の 経 過 後 に 前
記 指 定 さ れ た 室 外 機 の 第 二 開 閉 弁 を 閉 鎖 し て 冷 媒 を 回 収 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 割 当 時 間 は 、 前 記 冷 媒 管 の 全 長 を 前 記 圧 縮 機 の 台 数 で 除 算 し 、 所 定 の 係 数 を 乗
じ て 算 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 前 記 係 数 は 実 験 的 に 求 め た 前 記 冷 媒 管 の 単 位 長 さ 当 た り の 前 記 圧 縮 機 の 運 転 時 間 と
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 圧 縮 機 の 能 力 が 異 な る 場 合 は 、 同 能 力 を 前 記 圧 縮 機 の 台 数 に 換 算 し て 前 記 割 当
時 間 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 最 後 に 指 定 さ れ た 前 記 室 外 機 の 場 合 に は 、 前 記 吸 入 圧 力 セ ン サ で 検 出 さ れ た 吸 入 圧
力 が 所 定 の 値 以 下 に な っ た と き に 前 記 割 当 時 間 が 経 過 し た と 認 識 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 に よ る マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に よ る マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 冷 媒 回 路 、 及 び 制 御 系 統 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 室 外 機 親 機 １ と 、 同 室 外 機 親 機 １ の 指 示 に 従 っ て 動 作 す
る ｎ 台 の 室 外 機 子 機 １ ’ ～ 室 外 機 子 機 ｎ ’ と 、 ３ 台 の 室 内 機 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ と で 構 成 さ
れ て い る 。
室 外 機 親 機 １ は 、 圧 縮 機 ３ と 、 四 方 弁 ４ と 、 室 外 熱 交 換 器 ５ と 、 室 外 膨 張 弁 ６ と 、 第 一 開
閉 弁 １ ０ と 、 第 二 開 閉 弁 １ １ と を そ れ ぞ れ 接 続 し て 構 成 さ れ 、 ま た 室 内 機 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２
ｃ は 、 夫 々 電 子 膨 張 弁 か ら な る 室 内 膨 張 弁 ７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ と 、 室 内 熱 交 換 器 ８ ａ 、 ８ ｂ
、 ８ ｃ と を 夫 々 接 続 し て 構 成 さ れ て い る 。
こ れ ら 室 外 機 親 機 １ と 室 内 機 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ と が 第 一 接 続 部 Ａ １ と 第 二 接 続 部 Ａ ２ を 介
し て 冷 媒 配 管 に よ り 接 続 さ れ 冷 媒 回 路 が 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 第 一 開 閉 弁 １ ０ は 第 一 接 続 部 Ａ １ と 隣 接 し 、 さ ら に 、 第 二 開 閉 弁 １ １ は 第 二 接 続 部
Ａ ２ と 隣 接 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る た め 、 第 一 開 閉 弁 １ ０ と 第 二 開 閉 弁 １ １ と を 閉 鎖
す る こ と に よ り 、 冷 媒 を 室 外 機 親 機 １ 内 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
室 外 機 親 機 １ に は 、 圧 縮 機 ３ の 吸 入 側 に 吸 入 冷 媒 の 圧 力 （ 低 圧 ） を 検 出 す る 吸 入 圧 力 セ ン
サ ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 信 号 は 主 室 外 機 制 御 部 １ ３ へ 入 力 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 主
室 外 機 制 御 部 １ ３ は 室 外 膨 張 弁 ６ の 開 度 や 室 外 熱 交 換 器 ５ 用 の フ ァ ン １ ４ や 圧 縮 機 ３ 、 及
び 四 方 弁 ４ 、 第 一 開 閉 弁 １ ０ 、 第 二 開 閉 弁 １ １ と を 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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室 外 機 子 機 １ ’ （ 室 外 機 子 機 ｎ ’ ） は 、 主 室 外 機 制 御 部 １ ３ の 指 示 に よ り 室 外 機 子 機 １ ’
を 制 御 す る 副 室 外 機 制 御 部 １ ３ ’ が 備 え ら れ て お り 、 こ れ 以 外 は 室 外 機 親 機 １ と 同 じ 構 成
と な っ て い る 。
つ ま り 、 室 外 機 子 機 １ ’ は 、 圧 縮 機 ３ ’ と 、 四 方 弁 ４ ’ と 、 室 外 熱 交 換 器 ５ ’ と 、 室 外 膨
張 弁 ６ ’ と 、 第 一 開 閉 弁 １ ０ ’ と 、 第 二 開 閉 弁 １ １ ’ と を そ れ ぞ れ 接 続 し て 構 成 さ れ 、 第
一 接 続 部 Ａ １ ’ と 第 二 接 続 部 Ａ ２ ’ を 介 し て 冷 媒 配 管 に よ り 、 第 一 接 続 部 Ａ １ と 第 二 接 続
部 Ａ ２ と に 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。
ま た 室 外 機 子 機 １ ’ に は 、 吸 入 圧 力 セ ン サ ９ ’ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 信 号 は 副 室 外 機 制
御 部 １ ３ ’ へ 入 力 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 副 室 外 機 制 御 部 １ ３ ’ は 室 外 膨 張 弁 ６ ’ の 開
度 や 室 外 熱 交 換 器 ５ ’ 用 の フ ァ ン １ ４ ’ や 圧 縮 機 ３ ’ 、 及 び 四 方 弁 ４ ’ 、 第 一 開 閉 弁 １ ０
’ 、 第 二 開 閉 弁 １ １ ’ と を 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 室 内 機 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ に は 、 室 内 機 制 御 部 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ を そ れ ぞ れ 備
え て お り 、 こ れ ら の 室 内 機 制 御 部 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 室 内 膨 張 弁 ７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ の 開
度 や 室 内 熱 交 換 器 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ 用 の フ ァ ン １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ を 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
主 室 外 機 制 御 部 １ ３ は 、 室 外 機 親 機 １ を 制 御 す る と と も に 、 通 信 線 を 介 し て 副 室 外 機 制 御
部 １ ３ ’ と 、 そ れ ぞ れ の 室 内 機 制 御 部 と 連 絡 し 、 シ ス テ ム 全 体 の 制 御 を 総 合 的 に 管 理 し て
い る 。
従 っ て 、 室 外 機 親 機 １ の 主 室 外 機 制 御 部 １ ３ は 、 副 室 外 機 制 御 部 １ ３ ’ を 介 し て 間 接 的 に
室 外 膨 張 弁 ６ ’ の 開 度 や 室 外 熱 交 換 器 ５ ’ 用 の フ ァ ン １ ４ ’ や 圧 縮 機 ３ ’ 、 及 び 四 方 弁 ４
’ 、 第 一 開 閉 弁 １ ０ ’ 、 第 二 開 閉 弁 １ １ ’ と を 制 御 可 能 で あ る と と も に 、 各 室 内 機 の 室 内
制 御 部 を 介 し て 間 接 的 に 室 内 膨 張 弁 や 室 内 熱 交 換 器 用 の フ ァ ン を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な マ ル チ 型 空 気 調 和 機 で は 、 図 １ の 矢 印 で 示 す よ う に 冷 房 運 転 と お な じ 循 環 経 路
を 用 い て 冷 媒 回 収 運 転 を 行 な う 。 本 願 で は 複 数 の 室 外 機 を １ 台 づ つ 指 定 し な が ら 、 所 定 の
冷 媒 量 だ け 回 収 す る よ う に 冷 媒 回 路 を 切 り 換 え る 制 御 を 行 な う 。 本 願 の 制 御 の 特 徴 は 、 指
定 し た 室 外 機 に 所 定 の 冷 媒 量 だ け 回 収 す る た め 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 管 の 長 さ を も と に し
て 、 そ れ ぞ れ の 室 外 機 の 冷 媒 回 収 運 転 時 間 で あ る 割 当 時 間 を 決 定 し て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の シ ス テ ム が 設 置 さ れ た 時 に 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 管 の 長 さ の 情 報 と 各 室 外 機 の 圧 縮 機
の 運 転 能 力 の 情 報 と が 主 室 外 機 制 御 部 １ ３ に 記 憶 さ れ て い る 。 従 っ て 割 当 時 間 は 、 冷 媒 管
の 全 長 を 圧 縮 機 の 台 数 で 除 算 し 、 こ れ に 所 定 の 係 数 を 乗 じ て 求 め る こ と が で き る 。
例 え ば 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 管 の 長 さ が ３ ０ メ ー ト ル で あ れ ば 、 こ の 長 さ を シ ス テ ム 全 体
の 室 外 機 （ 圧 縮 機 ） の 台 数 で 除 算 し 、 １ 台 当 た り の 冷 媒 管 の 長 さ を 求 め る 。 本 願 の 場 合 は
２ 台 で あ る た め 、 １ 台 当 た り １ ５ メ ー ト ル と な る 。
冷 媒 を 回 収 す る た め の １ メ ー ト ル 当 た り の 圧 縮 機 運 転 時 間 は 実 験 的 に 求 め ら れ て お り 、 本
願 の 例 で は ０ ． ５ 分 ／ メ ー ト ル を 所 定 の 係 数 と し て い る 。 従 っ て １ ５ メ ー ト ル で は 、 ７ 分
３ ０ 秒 が 指 定 さ れ た 室 外 機 の 圧 縮 機 運 転 時 間 （ 割 当 時 間 ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
も し 、 そ れ ぞ れ の 圧 縮 機 の 能 力 が 異 な る 場 合 は 、 こ の 能 力 を 圧 縮 機 の 台 数 に 換 算 し て 割 当
時 間 を 算 出 し て も よ い 。
例 え ば 、 室 外 機 親 機 １ が 室 外 機 子 機 １ ’ の ２ 倍 の 運 転 能 力 を 有 し て い る と す る と 、 室 外 機
親 機 １ を ２ 台 分 と し て 換 算 し て 計 算 す る 。 つ ま り 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 管 の 長 さ が ３ ０ メ
ー ト ル で あ れ ば 、 シ ス テ ム 全 体 の 圧 縮 機 の 換 算 台 数 （ ２ 台 ＋ １ 台 ） で 除 算 し 、 １ 台 当 た り
の 冷 媒 管 の 長 さ を 台 数 に 比 例 し て 求 め る 。 こ の 場 合 は 、 室 外 機 親 機 １ が ２ ０ メ ー ト ル 、 室
外 機 子 機 １ ’ が １ ０ メ ー ト ル と な る 。 こ れ を 前 述 の よ う に 圧 縮 機 の 割 当 時 間 に 換 算 し て 、
室 外 機 親 機 １ が １ ０ 分 、 室 外 機 子 機 １ ’ が ５ 分 と な る 。
ま た 、 最 後 に 指 定 さ れ た 室 外 機 の 場 合 に は 、 割 当 時 間 の 経 過 を 監 視 す る の で は な く 、 吸 入
圧 力 セ ン サ で 検 出 さ れ た 吸 入 圧 力 が 所 定 の 値 以 下 に な っ た と き に 割 当 時 間 が 経 過 し た と 認
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識 し て 処 理 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の 計 算 に よ る 圧 縮 機 運 転 時 間 （ 割 当 時 間 ） の 値 は 、 シ ス テ ム 設 置 時 に 主 室 外 機 制 御 部
１ ３ で 予 め 算 出 し て か ら 記 憶 さ せ て も よ い し 、 冷 媒 回 収 運 転 時 に 個 々 の 室 外 機 ご と に 計 算
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に こ の 冷 媒 回 収 運 転 で の 制 御 方 法 を 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て ス テ ッ プ （ 図 ２ で は
Ｓ Ｔ に 続 く 番 号 ） ご と に 説 明 す る 。 な お こ の 実 施 例 で は 、 事 前 に 圧 縮 機 運 転 時 間 が 算 出 さ
れ て い る も の と す る 。
冷 媒 回 収 運 転 が 開 始 さ れ る と 主 室 外 機 制 御 部 １ ３ は 、 全 て の 室 内 機 の 室 内 膨 張 弁 ７ ａ 、 ７
ｂ 、 ７ ｃ を 開 放 し （ Ｓ Ｔ １ ） 、 全 て の 室 内 機 の フ ァ ン １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ の 運 転 を 開
始 す る （ Ｓ Ｔ ２ ） 。
次 に 冷 媒 を 回 収 す る 室 外 機 、 例 え ば 室 外 機 子 機 １ ’ を 指 定 し （ Ｓ Ｔ ３ ） 、 そ し て 以 下 の 動
作 を 行 な う 。
ま ず 、 室 外 機 子 機 １ ’ 内 の 四 方 弁 ４ ’ を 冷 房 運 転 側 に 切 り 換 え 、 第 一 開 閉 弁 １ ０ ’ を 閉 鎖
し 、 第 二 開 閉 弁 １ １ ’ を 開 放 す る 。 そ し て 、 室 外 機 の フ ァ ン １ ４ ’ の 運 転 を 開 始 す る 。 こ
こ ま で が Ｓ Ｔ ３ で の 制 御 で あ る 。
次 に 指 定 さ れ た 室 外 機 以 外 、 つ ま り 、 こ の 例 の 場 合 は 室 外 機 親 機 １ の 第 一 開 閉 弁 １ ０ と 第
二 開 閉 弁 １ １ と を 閉 鎖 す る （ Ｓ Ｔ ４ ） 。 そ し て 、 指 定 さ れ た 室 外 機 、 つ ま り 、 室 外 機 子 機
１ ’ 内 の 圧 縮 機 ３ ’ の 運 転 を 開 始 す る （ Ｓ Ｔ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
室 外 機 は 複 数 台 （ ｎ 台 ） あ る た め 、 最 後 の １ 台 か ど う か 判 断 す る （ Ｓ Ｔ ６ ） 。 も し 最 後 で
な け れ ば （ Ｓ Ｔ ６ － Ｎ ） 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 管 の 長 さ に 対 応 し た 時 間 （ 割 当 時 間 ） が 経
過 し た か 確 認 す る （ Ｓ Ｔ ７ ） 。 経 過 し て な い 場 合 は 待 機 す る （ Ｓ Ｔ ７ － Ｎ ） 。
指 定 さ れ た 室 外 機 の 割 当 時 間 が 経 過 す る と （ Ｓ Ｔ ７ － Ｙ ） 、 指 定 室 外 機 の 圧 縮 機 、 つ ま り
、 圧 縮 機 ３ ’ の 運 転 を 停 止 し （ Ｓ Ｔ ８ ） 、 指 定 室 外 機 の 第 二 開 閉 弁 、 つ ま り 、 第 二 開 閉 弁
１ １ ’ を 閉 鎖 す る （ Ｓ Ｔ ９ ） 。
そ し て 、 指 定 室 外 機 の フ ァ ン 、 つ ま り 、 フ ァ ン １ ４ ’ の 運 転 を 停 止 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ） 。 次
に 、 以 上 の 動 作 を 指 定 室 外 機 ご と に 行 な う た め 、 Ｓ Ｔ ３ に ジ ャ ン プ す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
Ｓ Ｔ ６ で 指 定 室 外 機 が 最 後 の １ 台 で あ る 場 合 、 例 え ば 室 外 機 親 機 １ で あ る 場 合 は （ Ｓ Ｔ ６
－ Ｙ ） 、 吸 入 圧 力 セ ン サ ９ で 検 出 し た 圧 力 が 所 定 値 、 例 え ば ０ ． ０ ４ Ｍ Ｐ ａ 以 下 に な っ た
か 判 断 す る （ Ｓ Ｔ １ １ ） 。 以 下 で な い 場 合 は 圧 縮 機 ３ を 運 転 し た ま ま 待 機 す る （ Ｓ Ｔ １ １
－ Ｎ ） 。 以 下 に な っ た ら （ Ｓ Ｔ １ １ － Ｙ ） 、 指 定 室 外 機 の 圧 縮 機 、 こ こ で は 圧 縮 機 ３ の 運
転 を 停 止 し （ Ｓ Ｔ １ ２ ） 、 指 定 室 外 機 の 第 二 開 閉 弁 、 つ ま り 、 第 二 開 閉 弁 １ １ を 閉 鎖 し （
Ｓ Ｔ １ ３ ） 、 全 て の 室 内 機 の フ ァ ン １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ 、 お よ び 指 定 室 外 機 の フ ァ ン
１ ４ の 運 転 を 停 止 す る （ Ｓ Ｔ １ ４ ） 。 以 上 で 冷 媒 回 収 運 転 が 終 了 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 第 一 開 閉 弁 と 第 二 開 閉 弁 と を 各 室 外 機 ご と に 制 御 す る た め 、 複 数 の 室 外 機 に
対 し て 回 収 す る 冷 媒 量 を 割 当 時 間 に 対 応 し て 調 整 す る こ と が で き る 。
ま た 、 冷 媒 管 の 全 長 と 圧 縮 機 と の 数 と か ら 算 出 さ れ る 割 当 時 間 だ け 指 定 さ れ た 室 外 機 の 圧
縮 機 を 運 転 し て い る た め 、 ど の よ う な 冷 媒 管 の 長 さ で あ っ て も 各 室 外 機 に 最 適 な 割 当 時 間
を 設 定 で き る 。
ま た 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 管 の 長 さ を シ ス テ ム 全 体 の 室 外 機 の 合 計 台 数 で 配 分 し 、 配 分 し
た 長 さ に 対 応 し て 割 当 時 間 を 設 定 し て い る た め 、 各 室 外 機 の 圧 縮 機 が 同 じ 能 力 を 有 し て い
る 場 合 に 冷 媒 回 収 量 を 均 等 に 配 分 で き 、 室 外 機 を 撤 去 、 追 加 ま た は 交 換 し た と し て も 、 シ
ス テ ム 全 体 の 冷 媒 量 を 調 整 す る 必 要 が な く 、 保 守 作 業 が 容 易 と な る 。
ま た 、 室 外 機 の 圧 縮 機 能 力 が 異 な る 場 合 は 、 冷 媒 管 の 長 さ 配 分 を 圧 縮 機 能 力 に 比 例 し て 変
更 す る た め 、 個 々 の 室 外 機 能 力 に 対 応 し て 適 切 な 割 当 時 間 を 設 定 で き 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷
媒 量 の 過 不 足 が な く な る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-232934 A 2004.8.19



さ ら に 、 冷 媒 管 の 長 さ に 対 応 す る 圧 縮 機 の 運 転 時 間 を 実 験 的 に 求 め て い る た め 、 圧 縮 機 お
よ び 冷 媒 管 に 適 応 し た 割 当 時 間 を 決 定 で き る た め 、 各 室 外 機 の 回 収 冷 媒 量 に 対 し て 精 度 の
高 い 制 御 を 行 な う こ と が で き る 。
指 定 さ れ た 室 外 機 が 最 後 の 場 合 は 、 冷 媒 管 の 長 さ に 比 例 し た 割 当 時 間 で な く 、 圧 縮 機 の 吸
入 圧 力 を 監 視 し 、 所 定 の 圧 力 以 下 の と き に 冷 媒 回 収 運 転 を 終 了 す る こ と に よ り 、 確 実 に 全
て の 冷 媒 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に
係 わ る 発 明 は 、 室 外 機 子 機 ま た は 室 外 機 親 機 を １ 台 ず つ 順 次 指 定 し 、 指 定 さ れ た 室 外 機 の
第 一 開 閉 弁 を 閉 鎖 し 、 第 二 開 閉 弁 を 開 放 す る と と も に 、 指 定 さ れ な い 室 外 機 の 第 一 開 閉 弁
と 第 二 開 閉 弁 と を 閉 鎖 し 、 冷 媒 管 の 全 長 と 圧 縮 機 と の 数 と か ら 算 出 さ れ る 割 当 時 間 だ け 指
定 さ れ た 室 外 機 の 圧 縮 機 を 運 転 し 、 割 当 時 間 の 経 過 後 に 指 定 さ れ た 室 外 機 の 第 二 開 閉 弁 を
閉 鎖 し て 冷 媒 を 回 収 す る こ と に よ り 、
ど の よ う な 冷 媒 管 の 長 さ で あ っ て も 各 室 外 機 に 最 適 な 割 当 時 間 を 設 定 で き る と と も に 、 各
室 外 機 の 圧 縮 機 が 同 じ 能 力 を 有 し て い る 場 合 に 冷 媒 回 収 量 を 均 等 に 配 分 で き 、 室 外 機 を 撤
去 、 追 加 ま た は 交 換 し た と し て も 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 量 を 調 整 す る 必 要 が な く 、 保 守 作
業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ２ に 係 わ る 発 明 は 、 割 当 時 間 が 冷 媒 管 の 全 長 を 圧 縮 機 の 台 数 で 除 算 し 、 所 定 の 係 数
を 乗 じ て 算 出 さ れ る こ と に よ り 、 各 室 外 機 の 圧 縮 機 が 同 じ 能 力 を 有 し て い る 場 合 に 冷 媒 回
収 量 を 均 等 に 配 分 で き 、 室 外 機 を 撤 去 、 追 加 ま た は 交 換 し た と し て も 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷
媒 量 を 調 整 が 不 必 要 で 保 守 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ３ に 係 わ る 発 明 は 、 割 当 時 間 算 出 の た め の 係 数 が 、 実 験 的 に 求 め た 冷 媒 管 の 単 位 長
さ 当 た り の 圧 縮 機 の 運 転 時 間 で あ る こ と に よ り 、 圧 縮 機 お よ び 冷 媒 管 に 適 応 し た 割 当 時 間
を 決 定 で き る た め 、 各 室 外 機 の 回 収 冷 媒 量 に 対 し て 精 度 の 高 い 制 御 を 行 な う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ４ に 係 わ る 発 明 は 、 各 圧 縮 機 の 能 力 が 異 な る 場 合 に 、 こ の 能 力 を 圧 縮 機 の 台 数 に 換
算 し て 割 当 時 間 を 算 出 す る こ と に よ り 、 個 々 の 室 外 機 能 力 に 対 応 し て 適 切 な 割 当 時 間 を 設
定 で き 、 シ ス テ ム 全 体 の 冷 媒 量 の 過 不 足 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ５ に 係 わ る 発 明 は 、 最 後 に 指 定 さ れ た 室 外 機 の 場 合 に 、 吸 入 圧 力 セ ン サ で 検 出 さ れ
た 吸 入 圧 力 が 所 定 の 値 以 下 に な っ た と き に 割 当 時 間 が 経 過 し た と 認 識 す る こ と に よ り 、 確
実 に 全 て の 冷 媒 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 一 実 施 例 の 冷 媒 回 路 及 び 制 御 系 統 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 の 一 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 一 実 施 例 の 冷 媒 回 路 及 び 制 御 系 統 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の マ ル チ 型 空 気 調 和 機 の 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 室 外 機 親 機
１ ’ 　 室 外 機 子 機
２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 　 室 内 機
３ 、 ３ ’ 　 圧 縮 機

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-232934 A 2004.8.19



４ 、 ４ ’ 　 四 方 弁
５ 、 ５ ’ 　 室 外 熱 交 換 器
６ 、 ６ ’ 　 室 外 膨 張 弁
７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ 　 室 内 膨 張 弁
８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ 　 室 内 熱 交 換 器
９ 、 ９ ’ 　 吸 入 圧 力 セ ン サ
１ ０ 、 １ ０ ’ 　 第 一 開 閉 弁
１ １ 、 １ １ ’ 　 第 二 開 閉 弁
１ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 　 室 内 機 制 御 部
１ ３ 　 主 室 外 機 制 御 部
１ ３ ’ 　 副 室 外 機 制 御 部
１ ４ 、 １ ４ ’ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ 　 フ ァ ン
Ａ １ 、 Ａ １ ’ 　 第 一 接 続 部
Ａ ２ 、 Ａ ２ ’ 　 第 二 接 続 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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